
に
は
野
草
や
木
の
芽
、
ま
た
、
栗
茸
に
似
た
キ
ノ
コ
が
あ
り
、

こ
れ
等
を
採
っ
て
腹
の
足
し
に
し
た
。
こ
こ
の
近
く
の
コ
ル

ホ
ー
ズ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
で
、
掘
り
残
し
の
イ
モ
を
拾
っ
て
き

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

昭
和
二
十
二
年
の
夏
頃
よ
り
、
体
の
弱
い
者
か
ら
東
京
ダ
モ

イ
と
い
っ
て
出
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
我
々
の
順
番
は
な
か
な

か
回
っ
て
こ
な
い
。
何
人
か
集
ま
れ
ば
、
懐
か
し
い
故
郷
の

話
、
こ
と
に
郷
土
料
理
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
故
郷
を
し
の
ん

で
耐
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

や
が
て
民
主
教
育
が
始
ま
り
、
民
主
化
し
な
い
者
は
日
本
に

は
帰
さ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
作
業
終
了
後
、
ア
ク
チ
ー
ブ
と
い

わ
れ
る
連
中
が
来
て
民
主
化
を
説
く
。
そ
の
果
て
に
は
、
偉
大

な
る
ス
タ
ー
リ
ン
閣
下
に
感
謝
状
を
送
る
話
ま
で
出
る
。
心
な

ら
ず
も
日
本
へ
帰
る
た
め
に
は
賛
同
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

四
年
目
の
夏
が
近
づ
く
頃
、
よ
う
や
く
帰
国
の
時
が
来
る
。

つ
ら
く
長
か
っ
た
タ
イ
セ
ッ
ト
で
の
収
容
所
生
活
に
別
れ
を
告

げ
、
列
車
で
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
こ
こ
で
船
を
待
つ
こ
と
二
十
日

余
、
迎
え
の
引
揚
船
に
乗
り
舞
鶴
へ
着
い
た
の
は
、
昭
和
二
十

四
年
八
月
二
十
四
日
。
待
望
の
帰
国
の
夢
を
よ
う
や
く
か
な
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
郷
後
し
ば
ら
く
し
て
、
同
年
十
月
よ
り
国
鉄
復
職
も
か
な

い
、
定
年
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

抑
留
生
活
を
顧
み
て
　 長

野
県
　
金
原
正
　 

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
四
月
二
十
日
、
長
野
県
諏
訪
郡

川
岸
村
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三
月
、
村
立
川
岸
小
学
校
高
等

科
卒
業
。
四
月
十
七
日
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練

所
入
所
。

同
年
六
月
二
十
七
日
、
満
州
国
三
江
省
勃
利
県
勃
利
義
勇
隊

訓
練
所
入
所
。

昭
和
十
五
年
十
一
月
、
牡
丹
江
省
綏
陽
県
老
菜
営
義
勇
隊
訓

練
所
入
所
。

昭
和
十
七
年
十
月
三
日
、
北
安
省
通
北
県
鶏
走
河
第
二
次
曙

義
勇
隊
開
拓
団
に
入
植
す
。



昭
和
二
十
年
七
月
二
十
日
、
臨
時
召
集
に
よ
り
嫩
江
の
独
立

混
成
旅
団
に
入
隊
。
部
隊
北
方
の
陣
地
構
築
に
当
た
る
。
八
月

九
日
、
ソ
連
参
戦
。
八
月
十
三
日
、
全
員
陣
地
を
引
き
揚
げ
、

隊
に
戻
る
。

八
月
十
四
日
、
突
然
、
ハ
ル
ビ
ン
に
移
動
し
最
後
の
決
戦
を

行
う
と
言
わ
れ
、
各
人
一
〇
キ
ロ
箱
爆
雷
を
渡
さ
れ
列
車
に
乗

る
。
列
車
は
な
か
な
か
発
車
せ
ず
、
夜
中
に
よ
う
や
く
発
車
。

十
五
日
昼
を
過
ぎ
た
頃
、
途
中
の
駅
に
停
車
し
た
時
、
鉄
道
警

護
隊
員
の
人
か
ら
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
ら
し
い
と
聞
き
、
列

車
内
は
騒
然
と
な
る
。
夕
方
、
列
車
は
チ
チ
ハ
ル
の
駅
に
着

く
。駅

近
く
の
空
兵
舎
に
入
り
、
こ
こ
で
戦
争
の
終
結
を
聞
く
。

翌
日
、
貨
物
廠
へ
移
動
せ
よ
の
指
示
で
貨
物
廠
に
行
く
と
、
既

に
ソ
連
軍
に
接
収
さ
れ
、
兵
器
廠
へ
移
動
し
、
こ
こ
で
帰
国
を

待
つ
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
近
く
過
ぎ
た
九
月
十
四
日
、
臨
時
作
業
隊

を
編
成
し
て
出
発
す
る
。
全
員
準
備
を
整
え
て
集
合
せ
よ
の
命

令
、
い
よ
い
よ
日
本
へ
帰
れ
る
と
喜
び
集
合
す
る
。

部
隊
は
、
熊
谷
大
隊
と
當
山
大
隊
を
合
わ
せ
一
五
〇
〇
人
の

大
隊
編
成
、
各
中
隊
ご
と
四
列
縦
隊
に
並
ぶ
。
ソ
連
軍
の
将
校

が
来
て
点
検
が
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
四
列
で
は
数
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。「
五
列
に
並
べ
」
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
点
検
も

終
わ
り
自
動
小
銃
を
持
っ
た
ソ
連
兵
に
囲
ま
れ
、
大
陸
の
秋
の

夕
陽
が
西
に
傾
く
こ
ろ
チ
チ
ハ
ル
の
街
を
行
進
し
て
い
る
と
、

道
の
両
側
か
ら
「
兵
隊
さ
ー
ん
、
兵
隊
さ
ー
ん
」
と
声
を
限
り

に
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
開
拓
団
等
か
ら
避
難
し
て
来
た
婦
女

子
で
あ
ろ
う
か
。
妻
子
を
置
い
て
来
た
私
達
に
し
て
み
れ
ば
、

や
り
き
れ
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

一
晩
中
歩
き
、
夜
明
け
に
楡
樹
屯
に
着
く
。
こ
こ
で
列
車
に

乗
る
。
貨
車
の
両
側
に
板
で
三
段
に
し
て
あ
り
、
座
れ
ば
頭
が

つ
か
え
る
。
九
月
十
五
日
夕
方
、
ハ
イ
ラ
ル
方
面
に
向
か
っ
て

発
車
す
る
。
誰
言
う
と
な
く
、
ハ
イ
ラ
ル
、
満
洲
里
あ
た
り
の

戦
跡
の
整
理
作
業
を
し
て
日
本
へ
帰
る
と
の
話
を
信
じ
て
い
た

が
、
翌
日
ハ
イ
ラ
ル
を
過
ぎ
、
満
洲
里
の
国
境
を
過
ぎ
て
も
大

陸
の
大
草
原
を
西
へ
西
へ
と
走
り
続
け
る
。
食
事
も
ろ
く
に
な

く
、
全
く
窮
屈
こ
の
上
な
し
。

や
が
て
バ
イ
カ
ル
湖
を
過
ぎ
、
楡
樹
屯
を
出
て
十
二
日
、
ク

ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
の
手
前
、
小
さ
な
駅
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
程



近
い
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
第
三
収
容
所
に
入
る
。

草
原
の
中
、
高
い
板
塀
、
そ
の
上
を
鉄
条
網
を
張
り
巡
ら

し
、
四
隅
に
高
い
望
楼
、
そ
の
中
に
粗
末
な
バ
ラ
ッ
ク
が
何
棟

か
建
っ
て
い
る
。
中
に
入
れ
ば
、
来
る
時
の
列
車
と
同
様
、
三

段
に
板
張
り
の
床
、
こ
れ
が
一
棟
に
三
列
あ
る
。
こ
の
床
に
毛

布
を
一
枚
敷
き
、
三
人
で
二
枚
の
毛
布
を
掛
け
て
寝
る
。
夜
と

も
な
れ
ば
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
、
南
京
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
安
眠
も
で

き
な
い
。
食
事
は
コ
ウ
リ
ャ
ン
か
ア
ワ
の
粥
が
少
量
、
い
つ
も

空
腹
に
耐
え
て
い
る
。

作
業
は
住
宅
の
基
礎
の
穴
掘
り
。
凍
て
つ
い
て
い
て
ス
コ
ッ

プ
や
ツ
ル
ハ
シ
で
は
歯
が
立
た
な
い
。
鉄
の
矢
を
鉄
ハ
ン
マ
ー

で
打
ち
込
ん
で
か
い
て
掘
る
。
一
日
一
人
一
メ
ー
ト
ル
の
ノ
ル

マ
を
達
成
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
十
分
の
一
も
で
き
な
い
。

年
明
け
頃
よ
り
栄
養
失
調
に
よ
る
死
亡
者
が
続
出
す
る
。
三

月
頃
に
な
り
身
体
検
査
が
あ
り
、
ソ
連
の
女
医
が
尻
を
つ
ま
ん

で
、
一
級
、
二
級
、
三
級
と
区
分
し
て
い
く
。
一
級
は
労
働
、

二
級
は
軽
作
業
、
三
級
は
休
養
と
な
る
。

こ
の
頃
よ
り
エ
ン
バ
ク
の
粥
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
は

良
く
な
っ
た
。
何
と
し
て
も
日
本
に
帰
る
ま
で
は
と
お
互
い
に

助
け
合
い
励
ま
し
合
っ
て
頑
張
る
し
か
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
頃
よ
り
民
主
教
育
が
始
ま
る
。
作
業
を
終
え

宿
舎
に
帰
る
と
ア
ク
チ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
人
達
が
来
て
、『
日

本
新
聞
』
を
テ
キ
ス
ト
に
教
育
で
あ
る
。
民
主
教
育
が
で
き
て

い
な
い
者
は
日
本
へ
帰
さ
な
い
と
言
わ
れ
、
表
向
き
は
同
調
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
に
第
一
棟
が
帰
国
、
続
い
て
我
々
第
二

棟
も
八
月
に
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
を
発
っ
て
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
復

員
船
に
乗
り
舞
鶴
へ
着
い
た
の
は
九
月
上
旬
。
各
種
手
続
き
を

済
ま
せ
て
我
が
家
へ
帰
る
。
家
族
と
再
会
し
初
め
て
、
夢
で
な

く
本
当
に
帰
っ
た
ん
だ
な
あ
と
実
感
が
わ
く
。

昭
和
二
十
五
年
六
月
に
株
式
会
社
林
紙
器
へ
入
社
。
昭
和
四

十
九
年
、
取
締
役
工
場
長
に
就
任
。
平
成
六
年
二
月
二
十
八

日
、
監
査
役
に
就
任
。
平
成
八
年
六
月
八
日
、
無
事
に
退
職
す

る
こ
と
が
で
き
た
。




